第一章●アルジュナの苦悩
(一)　ドリタラーシュトラ間う

サンジャヤよ　聖地クルクシュートラで

戦うべく大軍を集結した

わが息子たちとパンドゥの息子たちの

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ようす),形勢)は如何であろうか？

(二)　サンジャヤ答える

ご子息ドリョーダナ王子はパンドゥ兄弟の

堅固な陣容を見渡した後

軍師のもとにおもむいて

次のようにおっしゃいました

(三)

「先生　見て下さい

パンドゥ軍の　あの強力な大陣容を―

あなたの弟子であるドルパダの息子が

あれを配置布陣したのです

(四)

なかにはビーマやアルジュナと並ぶ

弓の達人も数多く

ユユダナ　ヴィラータ　ドルパダらの

大戦士たち　きら星の如く…

(五)

ドリシタケートゥ　チェキータナ

カシー王　またプルジット

クンチボージャ　サイビヤ等の

音に聞こえた大豪傑…

(六)

そしてユダマニュー　ウッタマウジャーは

剛力無双の戦車乗り

またスバドラとドラウパディーの

勇壮きわまる息子たち―

(七)

最高のバラモン
である先生

では参考までに我が軍の

秀れた将軍　指揮官たちも

名前をあげて説明しましょう

(八)

まず先生ご自身　ビーシュマ　カルナ　クリパ

アスワッターマ　ヴィカルナに

ソーマダッタの息子　その他

いずれも常勝不敗の豪傑―

(九)

そのほか我がため命をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(と),賭)した

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あまた),数多)の勇士が勢ぞろい

各種の武器をたずさえて

戦い巧者の者ばかり―

(一十)

ビーシュマ
ひきいる我が軍は

強大なること　はかり知れず

ビーマのひきいるパンドゥ方の

強さには限界がありましょう

(一一)

さあ　味方の将軍たち

各白の持ち場にぬかりなく

大元師のビーシュマEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じいさま),祖父様)を

完全に補佐し　支えて下さい！」

(一二)

するとクル王家の勇ましき最長老

ビーシュマ祖父様は獅子吼の如く

ほら貝を高らかに吹きならして

ドリョーダナ王子を喜ばせました
(一三)

それにつづいて全軍の

ほら貝　大鼓　ラッパ　笛など

各所で同時に鳴りひびき

耳も聾するさわがしさ……

(一四)

するとパンドゥ方からは

クリシュナ
とアルジュナ
が

白馬にひかせた戦車に乗って

神秘のほら貝を吹き鳴らす

(一五)

クリシュナは。“EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(パーンチヤジヤニヤ),五生)”という名のほら貝を

アルジュナは“EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(デーヴァダッタ),神授)”とよぶ貝を

猛将ビーマ
は見るも恐ろしげな長いほら貝

“パウンドラ”を吹きすさぶ

(一六)～(一八)

クンティー妃の息子ユディスティラ
は

“EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(アナンダヴィジャヤ),常勝)”という名のほら貝

ナクラは“EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(スゴーシャ),妙音)”　サハデヴァは“EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(マニブスバカ),宝花)”と

呼ばれるほら貝を鳴らすのです

弓の名人カーシー王　大戦士のシカンディー

ドリシタデュムナ　ヴィラータ

向かうに敵なきサーティヤキ

そしてドルパダ
　ドラウパディー
の息子たち―

それにスバドラー
の腕自慢の息子らが

それぞれにほら貝を鳴らしております

(一九)

そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごう),轟)々たるとどろきは

天と他とにどよめきわたり

あなた
様のご子息たちの
心の臓をも打ちくだくばかり

(二十)

王よ　その時　アルジュナは

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ハヌマーン),大猿)の旗印をつけた戦車から弓つがえて

あなた様のご子息たちを見渡しながら

クリシュナ
に向かってこう申しました

(二一)-(二二)　アルジュナの言葉

「決して誤ることなく常に正しい御方よ

どうか私の戦車を両軍の間にひき出して下さい

ここに来ている人々を　私はよく見たい

私と共に戦おうとしている人々を―

(二三)

またドリタラーシュトラの

邪悪な心をもつ息子たちに

味方をして戦うため

ここに集まって来た人々を―」

(二四)　サンジャヤ言う

バラタ王の御子孫である王様
よ

このようにアルジュナに頼まれたので

クリシュナは見事な戦車を

両軍の中央にひき出しました

(二五)

ビーシュマ　ドローナをはじめとする

名だたる将軍たちが立ちならぶ前で

クリシュナはアルジュナに言った―

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(（クンティーの別名）),プリター)の息子よ　クル方の陣容を見よ」と

(二六)

アルジュナは見ました―両軍のなかには

父たち　祖父たち　師匠たち

母方の伯叔父　兄弟　息子　孫　友人たち
また義父たち　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よしみ),親交)ある人々が皆いるのを

(二七)

クンティーの息子アルジュナはこの戦場に

さまざまな友人や親類縁者が敵味方に分かれ

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あいたいじ),相対峙)しているのを見て悲痛の思いに堪えず

このように申しました

(二八)　アルジュナの言葉

「おおクリシュナよ

血縁の人々が敵意を燃やし

私の目の前で戦おうとしているのを見ると

手足はふるえ口はカラカラに乾く

(二九)

体のすみずみまでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふる),慄)えおののき

髪の毛は逆立ち

愛弓ガーンディヴァは手から滑り落ち

全身の皮膚は燃えるようです

(三十)

大地に立っていることもできず

心はよろめき　気は狂いそう…

おおクリシュナよ

私には不吉な前兆しか見えません

(三一)

血縁の人々を殺して

いったい何の益があるのでしょうか

わが愛するクリシュナよ

私は勝利も領土も幸福も欲しくない

(三二)-(三五)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(（ゴーヴィンダ）),クリシュナ)よ　王権と領土と一族の繁栄と

また自らの生涯を確保するために

師弟　父子　祖父と孫たち
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おじ),伯叔父)たち　義父　義兄弟

その他　親戚の者たちが

それぞれの命と全財産をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(と),賭)して

私の面前で戦おうとしている―

ああEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(マドスーダナ),クリシュナ)よ　私は彼らに殺されても

彼らを殺したくないのです

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ジャナールダナ),生きとし生ける)者
の維持者クリシュナよ

ドリタラーシュトラの息子たちを殺して

私たちが幸福になれるのでしょうか？

三界の王者となるためにでも

彼らと戦う気になれないのに

ましてや地上の王国のためになど―

おおクリシュナよジャナールダナよ

ドリタラーシュトラの息子たちを殺せば

私たちは本当に幸福になるのですか？

(三六)

クリシュナよ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ラクシュミ),吉祥女神)の夫よ

罪深い者らを殺せば　そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けが),穢)れは我らにかかる

故にドリタラーシュトラの息子たちを殺しても

何ひとつとして益はないと思います

(三七)-(三八)

おおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ジャナールダナ),全生物の維持者)よ　クリシュナよ

食欲に心を奪われたとはいえ

一家一族を全滅させたり

親しい友人同志が殺し合うほどの

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つみ),過誤)があったとは思えません

そのことを知っていながら

何故この地で我らは戦争などを

しなければならないのですか？

(三九)-(四十)
一つの王朝が滅亡すると

長い家系の伝統が失われて

家族は無信仰者になってしまいます

クリシュナよ　家庭が無宗教になれば

婦人たちは堕落し　その結果は

不必要な人口をもたらすでしょう

(四一)

望ましくない子孫が増えたならば

家族も家庭の破壊者も地獄の苦しみ

祖先は供物の水や食物を受けられず

ついには浮かばれなくなるでしょう

(四二)

家の伝統を壊した者たちの悪行によって

階級社会におけるすべての企画も

一家の福利を維持するための活動も

惨めにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふ),蹂)み荒らされることでしょう

(四三)

クリシュナよ　ジャナールダナよ

私は権威ある人々からこう聞いている―

家の伝統を破壊された者たちは

必ずや地獄に住むことになる　と

(四四)

ああ　我らは何という大罪を

今ここで犯そうとしているのか

王侯の栄華を欲するあまり

血縁の人々を殺そうとしているのです

(四五)

ドリタラーシュトラの息子たちが

武器を手にして私に打ちかかるとも

私は武具を外し抵抗せずに
ただ立っている方がいいのです」

(四六)　サンジャヤ言う

アルジュナは　このように言って

弓も夫もその場に投げ捨て

心は悲しみにうちひしがれて

戦車の床に坐りこみました
�一般に重人はクシャトリヤ階級なのだが、ドローナ軍師は最高位のバラモン階級


�王家の最長老なので敬愛されて祖父様とよばれている


� 原文は別名のマーダヴァ。「幸運の女神の夫」の意。


� パンドゥ兄弟の二番目。


� パンドウ兄弟の三番目。


� パンドゥの長兄、主将ナクラ、サハデヴァは双生児の末弟。


� は八の父親。





� はクリシュナの妹で八ともアルジュナの妻。


� ドリタラーシュトラ王。


� 原文はフリシーケーシャ「感覚の支者」の意


� ドリタラーシュトラ


� クリシュナは全宇宙、生物の維持者である最高神ヴィシュヌの化身なので、この別名あり





